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テーマ 電子出願ソフトに関する重要なお知らせ 

2016 年 9 月に、特許庁から下記の連絡がありましたので、お知らせいたします。 

 

 新バージョン[i2.80]のリリース日程 

１． インターネット出願ソフトのリリースについて(Ver.[i2.80]) 

ダウンロード可能日：2016 年 9 月 30 日（金） 18:00～ 

送受信可能日時  ：2016 年 10 月 2 日（日） 9：00～ 

※詳細なリリース情報、旧バージョンの利用可能期間に関しましては、電子出願ソフトサポート 

 サイトに掲載されておりますのでそちらをご参照下さい。 

 尚、マニュアルは Ver.[i2.80]リリースと同時にリリースされる予定です。 

 http://www.pcinfo.jpo.go.jp/site/4_news/4_release/04_39.html 

 

 Ver.[i2.70]からの主な変更点 

２． インターネット出願ソフト（Ver.[i2.80]）の仕様について 

① 英語による PCT 出願に対応 

・操作方法・機能・画面は日本語の国際出願願書とほぼ同じ 

・英語の場合は ISA/EP が指定可能 

・使用可能なイメージの形式・サイズは日本語の国際出願願書と同じ 

 使用可能な文字は半角文字のみ。ただし、明細書・請求の範囲・要約書の項目内容 

 のみ、一部の全角記号（ギリシア文字等）が使用可能 

・英語の国際出願願書は旧バージョン（[i2.70]以前）では編集・表示不可 

② 2016 年 10 月 1 日改訂の国際出願関係手数料に対応 

③ リストビューの改善 

・メイン画面のリストビュー等に件名（発明の名称等）を表示する際、途中の空白文字が削除 

 されて表示されていたのを、削除せずに表示するようにした（読みやすさの改善） 

④ 意匠のひな型変更 

・現行の書類のひな型の一部に記載してある内容や、例示に使用している画像を修正 

 及び差し替え 

・HTML のタグの情報を整え、不要な情報が入らないよう修正 

 

・2017 年 1 月 1 日から、JIS X 0213 の例示字形を考慮した、特許庁長官が指定する新たな 

３. 商標の標準文字に関して（予告） 

 標準文字が適用される予定 

・2016 年 12 月末リリース予定の新バージョン（[i2.90]の予定）では、表示ソフトに影響される 

 ことなく文字が適切に再現されるよう、【商標登録を受けようとする商標】の欄の文字列 



 （テキスト）をイメージに変換する。 

・この度リリースされる[i2.80]では、新たな標準文字一覧の文字の入力には対応していない 

※2017 年 1 月 1 日以降、標準文字の商標出願をする際には、2016 年 12 月末リリース予定 

 の新バージョン([i2.90]の予定）に速やかにアップグレードする必要がある 

・2016 年 12 月 31 日以前に出願された標準文字の商標出願についても、同様のイメージ 

 データ化を特許庁にて行う。イメージデータ化が済んだ標準文字の商標出願について閲覧 

 請求を行った場合、【商標登録を受けようとする商標】の欄の文字がイメージデータで表示 

 される。 

 

① 現在特許庁で受付可能な PCT-SAFE のバージョン 

４． PCT-SAFEについて 

・RO/JP へのインターネット出願が可能な PCT-SAFE は Build247 と Build248 

② 料金改正(2016 年 10 月 1 日) 

・為替レート変動に伴い、10 月 1 日から料金が改訂される 

・Build247/Build248 には新料金情報が含まれていないので、電子出願願書作成時には、 

手数料テーブルの変更が必要 

③ PCT-SAFE の受付終了(2016 年 12 月 31 日)について 

・インターネット出願ソフトで英語による PCT 出願ができるようになることに伴い、RO/JP に 

対する PCT-SAFE での出願は 2016 年 12 月 31 日で受付終了 

 

以上 
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